
建材アスベスト分析試料に関する注意事項 

株式会社環境ソルテック 

【分析方法】 

・JIS A 1481-1（定性分析） 

・JIS A 1481-5（定量分析） 

・石綿則に基づく事前調査のアスベスト分析マニュアル【第２版】 

※JIS A 1481-2, 3 は 2025 年 8 月末をもって終了いたしました。 

 

【速報納期について】 

弊社では通常、試料と依頼書が到着して翌営業日から起算して 5 営業日後に定性速報とな

ります。 

また、定性速報日から５営業日後に定量速報となります。 

 

日 月 火 水 木 金 土 

 試料・依頼書 

到着 
1 2 3 4 

 

 5 

速報予定日 
1 2 3 4 

 

 5 

定量速報日 
    

 

 

多検体の場合や、早めの対応が必要な場合、事前連絡をお願いいたします。 

事前連絡がない場合、ご要望に対応できない場合があります。 

 

【試料の量】 

塗材、板状、シート状の建材 

（仕上塗材、P タイル、石膏ボードなど 

綿状、スポンジ状のもの 

（耐火被覆、保温材など） 

3cm~10cm 角程度 ゴルフボール 2 個分程度 

※極端に少量、多量の場合は分析をお断りする場合がありますのでご注意ください。 

 

【試料の包装】 

・厚めのチャック付き袋に二重に入れ、しっかり封を閉じてください。 

・袋の表面に、試料番号、採取場所など、各試料が識別できるよう表示をしてください。 

・採取場所の異なる試料を混在させないでください。 

 



 

【複数採取の試料について】 

・1 つの試料を複数採取（3 点採取など）の場合は、各試料の袋を 1 枚のチャック 

付き袋に同梱してください。 

各袋に①②③の番号を振り、試料情報を表示してください。 

 

 壁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

サンプル① サンプル② サンプル③ 

サンプル③ 
サンプル② 

サンプル① 

3cm 角以上 

二重に入れてください 

3cm 角以上 3cm 角以上 



 

 

 

・１検体として分析できるのは、『同一材料』に限ります。 

・色、材質、粒の大きさ、層構造が異なる試料は同一材料でない可能性が高く、 

信頼性のある分析ができません。 

・同一でないものが混在している場合は別試料扱いとなるため、分析を中断し 

ご相談申し上げます。その際は、ご希望の納期に添えない場合がございます。 

 

 

〈同一検体として分析できない例〉 

層の構造が異なる 

塗材 

主材 

下地 

色が異なる 

塗材 

主材 

下地 

材質が異なる 

塗材 

主材 

下地 

※外壁などで、表面のペンキの色のみ異なるとわかっている場合は、依頼書の備考欄に明記

してください。 

・基本同一検体とみなす為、代表１点の分析結果を報告いたします。 

・岩綿吸音板と石膏ボードが二重貼りされているものなど、重ね貼りの試料の場合は、分析

依頼書に「重ね貼り」または「二重貼り」等とご記入ください。試料の表裏と重ね合わせの

順序がわかるように、試料に直接記入するか依頼書に記載する、写真を添付するなどの方法

で明示してください。また、試料はなるべく元の状態に重ねてラップ等で固定し、チャック

付き袋に二重に入れて送付してください。 

 

詳しくは、厚生労働省 石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル［2.20 版］付録Ⅰを参照し

てください。 

 


